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平成３０年度碧南市総合教育会議 会議録 

１ 日時  平成３０年６月２６日（火） 午後３時２８分から午後４時３２分まで 

２ 場所  碧南市役所４階 庁議室 

３ 出席者  

(1) 碧南市長 

(2) 教育委員会  

委員 髙橋世利子、委員 池田香代子、委員 伊藤正幸、委員 磯貝暢宏、 

教育長 生田弘幸 

(3) 事務局職員 

 総務部長 金沢宏治、教育部長 奥谷直人、経営企画課長 生田和重、経営企画課主

幹 村松幸雄、経営企画課課長補佐 中川 知之、経営企画課政策推進担当係長 鈴

木好美 

４ 傍聴者 ０人 

５ 議題 

(1) 学習指導要領改訂ついて 

(2) 子どもの防犯対策について 

(3) 意見交換 

 

市長あいさつ 

（市   長）  

こんにちは。定例教育委員会議に引き続き、おつかれさまでございます。また、日頃は教

育行政に多大なるお力添えをいただきましてありがとうございます。最近の話題は、ブロッ

ク塀ですね。碧南市は県の指示がある前から調査をしており、今の法に合わないブロック塀

は、早急に直すよう進めております。 

また、新潟県では女子児童が下校中に連れ去られるという事件もありました。碧南市は犯

罪しにくい場所だと思いますが、万が一も含め、やれることはやりたいと考えております。     

今後も子ども達が健やかに過ごせるよう見守っていきたいと思います。 

 

議題（１）学習指導要領改訂について 

学校教育課長が資料に基づき説明した。 
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（市   長） 

 委員のみなさん、ご意見等はございませんか。 

 

（教 育 長） 

 英語についてですが、英語が教科化されたことに伴い、文科省が専科（英語専門の正規職

員）を１名つけました。年が明けてから、急に専科をつけるということが発表されました。

しかし、１人では３校までしか対応できない、これは市内小学校の半分です。現在、４校は

専科なしで、不公平な状況が生じています。県にも、これでは不公平だ、専科を増やすべき

だと言っていますが、万が一、これがつかなかったら、非常勤２名を雇って対応していただ

きたいと考えています。すべて平等にやりたいという思いです。 

 

（市   長） 

それは不平等ですね。なぜそうなったのでしょうか。 

 

（教 育 長） 

 おそらく、働き方改革の中で急に決まった施策だと思われます。 

 

（市   長） 

 県（国）が予算を出せば、人員は確保できるのですか。 

 

（教 育 長） 

 できます。 

 

（市   長） 

 義務教育なのに、それでいいのでしょうか。財政力のあるところはすぐに対応できるが、

そうでないところはできないということですよね。 

 

（教 育 長） 

 そうです。財政力のある市町は、正規で職員を雇い、対応しているところもあります。 

 もっと早い時期に言ってくれれば、こちらも何らかの対応ができたのですが、年明けてか
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らだったので対応できませんでした。 

 

議題（２）子どもの防犯対策について 

学校教育課長が資料に基づき説明した。 

 

（市   長） 

 委員のみなさん、ご意見等はございませんか。 

 

（委   員） 

 小中学校の保護者の多くは働いており、下校時に親はいません。しかし、高齢者の方々は

います。登下校の時間帯に、地域で草取りや花の手入れをしていただけると、警戒心を感じ、

そういうことが起こらないと思います。 

 

（教 育 長） 

 老人会に声をかけて協力をお願いするということですか。 

 

（委   員） 

 そうです。 

花の苗などに対して市の予算を出していただけると、地域もきれいになり、高齢者の引き

こもりもなくなり、子どもの安全も守られると思います。 

 

（市   長） 

 花の種は配布していなかったですか。 

 

（総 務 部 長） 

 苗代等を支給しているケースがあります。ただ、防犯という点でこの活動はしていません。 

 

（市   長） 

 市内に変質者はいますか。 

（教 育 長） 
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 西端地区では年５回くらいそのような話がありました。急に手を握られただとか、ビニー

ルハウスの影に隠れていただとか。 

 

（市   長） 

 いろいろな事例があるのですね。報告された事例の中には受け取る側の間違いや誤解もあ

るかもしれませんね。 

 

（委 員） 

 しかし、実際に出くわした時は、子どもは恐怖を覚えると思います。 

 

（教 育 長） 

 そうですね。 

新潟で起きた事件は、どこで起きてもおかしくありません。引きこもりが関わってしまう

ケースがありますので、不登校を出さないよう取り組んでいます。 

 

（委 員） 

 子どもは、あの事件以来、明るい時間でも１人で歩くのが怖いと言います。近所の人に声

をかけられても怖くて返す事ができないと言います。地域のコミュニケーションもとても大

事だと思いますし、見守りの方が帽子、腕章をつけていると安心できます。 

 

（市 長） 

 しかし、前に、そういう人が起こした事件もありましたよね。 

 

（教 育 長） 

 そうですね。正直なところ、完璧な対応は難しいです。結局、家の前は１人、最後は１人

です。難しいですよね。 

 

（委   員） 

 碧南市でも、夜中に家を出て犯罪にあったという事件がありましたよね。 
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（市   長） 

 ＳＮＳで繋がって、出ていってしまうのだから防ぎようがないですよね。 

 

（教 育 長） 

きちんと管理ができている家庭なら大丈夫ですが、できていないとそういった事件は起き

てしまいます。普通で考えたら起こり得ないのですが、想定外があるものとして考えなけれ

ばなりません。そういった家庭が多くあります。 

 

議題（３）意見交換 

（教 育 長） 

 最近は、外国人の子どもが多く、少子化が防げていますが問題も多いです。 

 

（市   長） 

 景気がよいので、外国人はまだ増えると思います。 

 

（教 育 部 長） 

  最近は南米系よりベトナム・インドネシアなどの東南アジア系が多いです。 

 

（委   員） 

 技術ビザで働き、母国から家族を呼ぶというケースが多いようです。 

 

（教 育 長） 

 昨日、棚尾小学校の学校訪問に行ってきました。棚尾小学校には２８名の外国人が在籍し

ておりますが、アシスタントがしっかりとついていて、落ち着いていました。予算をつけて

いただいた成果が出ていました。最近、外国人が増えたので、補正予算でアシスタントを増

やす対応もしていただき、大変ありがたく感じています。 

 

（委   員） 

 私もそう思いました。きめ細かく、きちんと教育しているという感じが伝わってきました。 
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（教 育 長） 

 今度、鷲塚小学校にも行きますが、鷲塚小学校は６０名の外国人がいますので、そのあた

りが気になります。現場は外国人への対応に苦慮しており、翻訳機がほしいとも言っていま

す。 

 

（委   員） 

 外国人労働者は日本人と比べて戦力になります。 

 

（教 育 長） 

 そうですね。３Ｋの仕事もやってくれて、戦力になると思います。だから子どもも手厚く

受け入れています。 

 

（委   員） 

 ハングリー精神もありますし、国に仕送りしなければという気持ちを持っていますからね。 

 

 

 


